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【要 約】露地イチゴ選抜系統「05-14」は，「宝交早生」に比べ大果で，果皮や果肉は硬

く，内部が赤くて香りは強い。また，2014 年に品種登録出願した夏用ワケネギ優良系統「東

京小町」は，抽苔し難く，夏の高温期でも葉色は濃く，茎は太く，周年栽培に向く。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

 東京特産野菜である露地イチゴ，ワケネギなどの育種は，官民ともほとんど行われてい

ない。そこで，高品質，耐病性，新用途への適性など特徴のある東京オリジナル品種を育

成し，普及することで都民に都産野菜に親しみ，楽しんでもらうとともに，農家経営の安

定を図る。イチゴは，露地の主要品種「宝交早生」に代わる大果で食味のよい品種，ワケ

ネギは，抽苔し難く，高温期でも品質・収量性の高い品種を育成する。 

【成果の概要】 

１．摘み取り用露地イチゴ品種の育成 

１）育成経過 1999 年に当場の保存品種間の交配組み合わせから得られた実生個体のなか

で甘くて食味のよい 18 個体を 2000 年に選抜した。そのなかの 1系統「99-8」（女峰×宝

交早生）に萎黄病抵抗性の「芳玉」を 2001 年交配し，2002 年に果実形質がよい９個体

を選抜した。さらに 2005 年に「99-8」と着果性がよい「01-1-5」（2002 年選抜）を交配

し，2006 年に大果で品質がよい 15 個体を選抜した。2006 年までに選抜した 26 系統につ

いて 2007 年以降に果実形質で１次選抜し，さらに収量性で２次選抜を行い，2012 年に

「99-8，05-2，05-14」の３系統を選抜した。2013 年から３系統の生産力検定を行い，

色や香りなどに「宝交早生」と特徴に違いが大きい「05-14」を最終的に選抜した（図１）。 

２）収量特性 収穫開始は，「99-8，05-2」で「宝交早生」の５月４日より３～４日遅く，

さらに「05-14」では６日遅くなった（表１）。総収量は，「宝交早生」と比べ「05-2」で

やや低かったが，「99-8，05-14」では同程度だった。可販率は３系統とも「宝交早生」

より高く，可販果収量は「宝交早生」とほとんど差がなかった（図２）。そのなかで，「05-14」

で可販果収量の標準偏差が小さく，３年間の年次変動が小さく，収量性が安定していた。

総収穫果および可販果の果数は，３系統とも「宝交早生」より少なかった。平均の１果

重は，総収穫果および可販果とも３系統で「宝交早生」より大きかった。下物果の発生

は，３系統とも「宝交早生」より少なく，なかでも軟化果の発生は少なかった（表１)。 

３）果実および生育特性 果実は，いずれも「宝交早生」より大きく光沢もあり，「99-8」

は濃赤色でやや長く，「05-2」は橙赤色でやや短く，「05-14」は鮮赤色で先端が丸みを帯

びていた（表２）。糖度は「宝交早生」と同程度，酸度は，「05-14」で「宝交早生」より

やや高く，「99-8，05-2」で同程度であった。果実の硬さは，「99-8」で果肉，「05-2」で

果皮，「05-14」で果皮と果肉が「宝交早生」より硬かった。「05-14」は独特の香りが強

かった。また，「宝交早生」と比べて，開花期は「05-14」で早く，「99-8，05-2」で遅か



った。３系統とも分げつは少ないが，葉が大きく葉柄も長く草勢が強かった（表３）。 

２．夏用ワケネギ優良品種の育成 

 1992 年に江戸川分場保有の「在来系統」に葛飾区生産者保有の「夏用系統」を交配し選

抜した系統「13」について，2009 年から 2013 年まで親系統と比較栽培し，春植えおよ

び秋植えの作型において評価した。なお，「13」は 2014 年３月 12 日に「東京小町」とし

て品種登録出願し，同年８月 28 日出願公表された（品種登録出願番号 第 29019 号）。 

１）秋植え（春どり）栽培 「東京小町」および対照として「在来系統」を供試し，抽苔

特性，形態的特性および収量性を比較調査した。抽苔は，いずれの系統でもみられたが

「東京小町」で極めて少なかった。「在来系統」の抽苔分げつ率が 2010 年は 10％，2011

年は 57％，2013 年は 36％であったのに対し，「東京小町」はそれぞれ 0.1％，2.1％およ

び 0.9％であった（図３，４）。「東京小町」の形態的特性については，草丈は「在来系

統」と同等であったが軟白部となる葉鞘長は「東京小町」が長かった。葉身径および葉

鞘径は「在来系統」と同等であった。「東京小町」の１本重，分げつ数および調整重は「在

来系統」と有意差は認められなかったものの，分げつ数および調整重の平均値はそれぞ

れ 3.4 本および 100ｇ低かった（表４）。しかしながら，「東京小町」は抽苔率が極めて

低いことから「在来系統」以上の収量性が認められた。 

２）春植え（夏どり）栽培 「東京小町」および対照として「在来系統」，「夏用系統」を

供試し，形態的特性および収量性を比較調査した。本作型において，草丈は「東京小町」

が最も低かった。「在来系統」および「夏用系統」は「東京小町」と比較してそれぞれ

4.2cm および 8.3cm 高かった。この２つの系統は「東京小町」よりも葉身長がそれぞれ

3.7cm および 2.7cm 長く，「夏用系統」では葉鞘長も 5.6cm 長かった。葉身径および葉鞘

径は「在来系統」が細く，他の２系統は同等であった。１本重は「在来系統」が小さく，

他の２系統の５割程度であった。分げつ数は「東京小町」の 24 本に対して「夏用系統」

が 40 本，「在来系統」が 73 本であった。株あたり調整重は「東京小町」が 410ｇであっ

たが，「夏用系統」では１本重は同等だが分げつ数が多かったことから 700ｇとなった。

「在来系統」は分げつ数は多いが，１本重が小さいことから 679ｇであった。葉色は「東

京小町」が最も高く SPAD 値 52.6 であった（表５）。 

３）「東京小町」の作型 「東京小町」は上述した特性を持つワケネギとして，１系統のみ

で周年栽培が可能となる。栽培体系の例としては「東京小町」は春季の抽苔が少ないた

め，「在来系統」で抽苔が問題となる９～10 月にも定植が可能であり，分げつの増加が

比較的遅いため収穫時期も長く設定した作型が挙げられる（図５）。こうして広く栽培体

系を組むことができるため，直売所での端境期出荷などでも有利販売ができる。 

【成果の活用・留意点】 

 １．「05-14」は果実の色や香りなどの特徴が「宝交早生」と大きく異なるうえ，収穫開

始が 1週間位遅くなるので，特徴を活かすため「宝交早生」との併用した栽培が望ま

しい。今後は，簡易な保温など検討し，収穫期の前進させる栽培管理技術を開発して

いく予定である。 

２．「東京小町」は既存系統に比べ分げつは少ないが１本が太く重いといった特徴や収量

性が異なるため，品種の能力を発揮できる適切な栽植密度や収穫適期などを明らかに

していく必要がある。 



【具体的データ】 
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表１　選抜系統の収穫果数，平均１果重および不良果の発生率（2013～2015年）

収穫
ａ

開始日 果数 １果重 果数 １果重 可販率
ｂ 奇形 軟化 灰カビ 浮き種 小果

ｄその他

(月/日) (個/株) (ｇ/株) (個/株) (ｇ/株) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

99－８ 5/7 41.8 12.5 30.5 13.6 73.0 4.3 7.7 1.2 3.7 8.1 2.9

05－２ 5/8 28.9 14.9 20.9 16.7 72.5 5.7 4.6 0.5 1.8 10.3 4.0

05－14 5/10 43.2 12.0 28.1 14.3 65.2 4.5 6.5 1.0 1.6 19.0 2.2

宝交早生 5/4 63.4 8.7 37.2 10.5 58.7 2.9 11.1 1.0 1.0 22.8 2.9
ａ)　各区の半数以上の株が収穫に達した日 ｂ)　総収穫果数に占める可販果の割合

ｃ)　総収穫果数に占める各不良果の割合 ｄ)　６ｇ以下の果実

系統
品種

総収穫果 可販果 不良果発生率
ｃ

 
表２　果実の特性（2013～2015年）

系統 果皮の
ａ

果肉の
ａ

硬度
c

糖度 酸度
品種 硬さ 硬さ （㎏） （％） （％）

99－８ 卵円 1.46 濃赤 やや強 濃赤 軟 硬 0.39 8.5 0.55 15.5 2.7

05－２ 円錐 1.09 濃橙赤 強 白 硬 軟 0.38 8.5 0.56 15.1 2.6

05－14 卵円 1.29 鮮赤 強 赤 やや硬 硬 0.40 8.7 0.61 14.2 3.1

宝交早生 卵円 1.21 赤 中 白 軟 軟 0.33 8.4 0.51 16.4 2.6
ａ)　2014～2015の特性調査（観察）ｂ)　果実の縦径／横径　

ｃ)　果実硬度計（円錐型Φ12㎜プランジャー）の陥入抵抗値

果形
ａ

果皮色
ａ

果肉色
ａ 糖酸比 香り

d

ｄ)　食味アンケート調査（2013，2014年，ｎ=65）　　評点：無（０）・中（２）・強（４）　　

縦横比
b

光沢
ａ

 

　表３　選抜系統の特性比較　（「宝交早生」に対して）

　　（特性） ９９－８ ０５－２ ０５－１４

可販果収量 同等 やや少ない 同等

収穫果数 少ない かなり少ない 少ない

果実の大きさ やや大 大 やや大

果実の縦横比 縦長 やや短 同等

果皮の色 濃赤 橙赤 鮮赤

果実の光沢 強 強 強

果実硬さ 果皮 同等 硬 やや硬

果肉 硬 同等 硬

果肉の色 濃赤 同等（白） 濃赤

果芯の色 淡赤 同等（白） 赤

果実の空洞 同等 多 やや多

果実の成熟期 やや遅 やや遅い 遅い

糖度 同等 同等 同等

酸度 同等 同等 やや高い

果実の香り 同等 やや強い 強い

草姿 同等 やや立性 やや立性

草勢 やや強 同等 強い

分げつ やや少 少 やや少

葉色 同等 同等 やや淡

頂小葉の大きさ やや大 やや大 大

葉柄の長さ やや長 やや長 長

開花始期 同等 同等 やや早

休眠性 同等 同等 やや短

萎黄病抵抗性 やや強 同等 やや強
注）太字は「宝交早生」と比較して特性が際立って優れているも のも の  

図１ 「宝交早生」（上）および 

「05-14」（下）の果実 
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図５ 東京小町の作型例

◎：定植日， ：収穫期間， ・ ：「東京小町」導入により新たに拡大した期間
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表４　秋植え栽培における形質（露地）

系統名 草丈 葉身長 葉鞘長 葉身径 葉鞘径 1本重 分げつ数 調整重

（cm） （cm） （cm） （mm） （mm） （g） （本） （g/株）

東京小町 55.5 36.0 19.5 13.3 8.8 24.1 35.8 864

在来系統 52.5 37.3 15.2 12.8 9.4 24.6 39.2 964

t検定 n.s. n.s. ** n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.

2012年9月19日定植、2013年5月22日調査
**は1％で有意差があり，n.s.は有意性がないことを示す（n=6）

図４ 秋植え栽培において越冬後抽苔した分

げつの割合 

定植日：2009 年 10 月 13 日，2010 年 10 月 26

日，2012 年 9 月 19 日 

図３ 秋植え栽培の「東京小町」（左）および

「在来系統」（右） 

   定植日：2012 年 9 月 19 日定植，2013 年

5 月 9 日調査，1 株を解体後調整 

表５　春植え栽培における形質（露地）

草丈 葉身長 葉鞘長 葉身径 葉鞘径 1本重 分けつ数 調整重 葉色

（cm） （cm） （cm） （mm） （mm） （g） （本） （g/株） （SPAD値）

東京小町 50.6 c 36.1 b 14.5 b 10.9 a 9.5 a 17.1 a 24 c 410 b 52.6 a

夏用系統 58.9 a 38.8 a 20.1 a 10.3 a 9.1 a 17.5 a 40 b 700 a 49.2 b

在来系統 54.8 b 39.9 a 14.9 b 7.7 b 7.1 b 9.3 b 73 a 679 a 44.0 c

2013年5月2日定植，8月28日調査
Tukey法により同一項目の異なる文字間には5％水準で有意差がある（n=6）

系統名


